
1. はじめに

医療従事者の不在時における新型コロナウイルス

抗原定性検査のガイドライン

令和4年10月19日

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部

新型コロナウイルス感染症の抗原定性検査は、 SARS-CoV-2の構成成分である蛋白質（抗原）を、 ウ

イルスに特異的な抗体を用いて検出する検査であり、 抗原定性検査に用いるキットのうち薬事承認を得

ているものは、検体として鼻咽頭ぬぐい液、鼻腔ぬぐい液又は唾液を用いた場合に有効性があるものとし

て承認されています。 このうち鼻腔ぬぐい液及び唾液は、被検者による自己採取が可能であり、 その場合

医療従事者の管理下で行うことが原則ですが、 医療従事者が常駐していない高齢者施設等において従事

者等に症状が現れた場合にも早期に感染リスクのある者を発見することによって感染拡大を防止する観

点から、 「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)病原体検査の指針第5.1版」 において、 鼻腔ぬぐい液に

ついては 「医療従事者が常駐していない施設等において迅速に抗原定性検査を実施するために自己採取

を行う場合は、 検体採取に関する注意点等を理解した職員の管理下で適切な感染防護を行いながら実施

する」、 唾液については 「実施する施設等の職員が検体採取に関する注意点を理解した上で確認する」 と

されました。

これを受けて、 施設等の職員の管理下で抗原定性検査を行う場合の注意点等について本ガイドライン

においてとりまとめましたので、 医療従事者の不在時に抗原定性検査を実施することが考えられる施設

等においては、本ガイドラインの内容を理解し、適切な検査実施のために必要な体制を整えた上で検査を

実施してください。 また、 自施設が使用する予定のキットを確認の上、各キットの添付文書や、メ ー カ ー

によるパンフレットや動画資料についても確認し、 検査の実施方法について十分理解するようお願いし

ます。（各メ ー カ ー の資料については、厚生労働省ホ ー ムペ ー ジに、各ウェブサイトのURLを掲載してい

ます。）

また、 検査の実施により、 偽陽性 （実際は感染していないのに、 結果が陽性になること）や偽陰性 （実

際は感染しているのに、 結果が陰性になること）の結果が出ることもあります。 各施設においては、 検査

実施後の対応について、施設内で実施した検査の結果が絶対でないことに十分留意し、本ガイドラインを

参考にした上で医療機関等と協議し検討してください。

なお、本ガイドラインは、検査に関する技術的事項について、「新型コロナウイルス感染症(COVID-19)

病原体検査の指針」検討委員会の助言を得て作成しています。

2. 検査対象

施設内や職場内等において新型コロナウイルス感染症の感染リスクがある者を早期に発見するため、

医療従事者の不在時にも必要に応じて抗原定性検査を実施することとした施設等（以下「検査実施施設」

という。）においては、 出勤後や登校後などに、 発熱、 咳、 咽頭痛、 頭痛、 筋肉痛、 下痢、 倦怠感などの
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